
レッドライトアッププロジェクト
令和3年5月6日（木）～5月14日（金）大分銀行赤レンガ館

● 人命救助の表彰を行いました
● 寄付機能付き自動販売機の設置を推進しています
● コロナ禍での赤十字の活動
● いのちを守るためにする４つのこと　～大雨・台風の時期に備えて～

「赤十字オリジナルボールペン＆ノートセット」が当たるアンケート実施中!

令和２年度事業報告及び決算報告が承認されました。

収入の部
4億8,007万円

支出の部
4億5,075万円

一般社資収入 1億8,984万円
補助金及び交付金収入

456万円

災害義援金預り金収入
2億4,275万円

繰入金収入 1,660万円
資産収入 60万円
雑収入 334万円 前年度繰越金 2,238万円

被災者支援・防災セミナー
などの開催

2,167万円

本社への送金 2,805万円
資産取得及び資産管理費 1,601万円

災害義援金
（県義援金配分委員会へ送金）
2億4,275万円

救急法などの講習普及・
青少年赤十字活動
4,153万円

指定事業地方振興費
100万円

18市町村での
赤十字活動を
行うための
交付金
2,470万円

総務管理費 3,198万円
積立金支出 2,639万円
赤十字大会や広報活動 
1,667万円

https://www.jrc.or.jp/chapter/oita/
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赤十字マーク入りの
ボールペンと、重厚感のある
ツバメノートの文房具セット

をプレゼント!! 51

新型コロナウイルス感染症対策として以下のご協力をお願いしています。

ラブラッドへの
ご登録はこちらから

https://www.kenketsu.jp/

　血液センターでは、可能な限り献血の事前予約をお願
いしております。予約時間に合わせてご来場いただくこ
とで、会場内の混雑を避けることができ、３密の防止に
つながります。
　献血はＷＥＢ会員サービス「ラブラッド」からご予約
いただけます。または、献血ルームへのお電話、献血バ
スの場合は血液センターへのお電話でも予約をお受けし
ております。
　コロナ禍であっても、輸血が必要な患者さんは多くい
らっしゃいます。定期的な献血にご協力をお願いいたし
ます。

※新型コロナウイルスワクチンについて、現在日本国内
で接種が進められているファイザー社製、モデルナ社
製の２種については、接種後48時間を経過していれ
ば献血にご協力いただくことが可能です。

献血の事前予約について
【発熱等の症状がある方】
・風邪症状、37.0℃以上の発熱のある方、もしくは強い倦怠感や
呼吸困難がある方は、院内へ入らずに事前に電話連絡をお願い
します。TEL 097-532-6181(代表)
・医師が必要と判断した場合は、発熱外来専用のコンテナでPCR
検査を実施します。

【健康状態の確認】
・来院者全員に入館時に体温測定、マスク着用、手指消毒の実施
【来院者の制限】
・不要不急の来院はお控えください。
・定期受診している患者さんで、お薬だけ希望される方は当院の
かかりつけの診療科へご連絡
ください。

【面会の禁止】
・入退院時の付き添い、医師か
らの病状説明等による来院を
依頼された場合を除き、面会
を原則禁止としています。

・日用物品等の荷物の受け渡し
は、病棟のナースステーショ
ンで行います。患者さんとの
面会はできません。

当院が設置している
発熱症状等がある方専用のコンテナ

大分赤十字病院よりお知らせ

所



赤十字基礎講習受講者の活躍！
人命救助の功労者の表彰を行いました
　大分県支部が実施した救急法基礎講習を受講
された三浦正樹さんが、今年４月、家族と釣り
に訪れた佐賀関港で海に転落した女性を救助し
ました。
　三浦さんは今から３年前に講習を受講されま
した。このことが、今回の人命救助のきっかけ
の一つになったそうです。
　廣瀬事務局長より、日本赤十字社社長表彰が
手渡され、「赤十字の講習普及の目的である
「人々の苦痛の軽減」を行動に移した貴重な救
助活動であり、講習に携わる赤十字職員や指導員にとって、モチベーションアップにつなが
ります。」とお礼が述べられました。
　三浦さんからは「これがきっかけでたくさんの人が講習を受けていただき、更によい社会
になることを望みます。」と、今後の講習普及への期待の言葉をいただきました。

大東建託株式会社別府支店様に
寄付機能付き自動販売機を
設置いただきました
　大東建託株式会社別府支店様に、社会貢献の一環として
赤十字への寄付機能付き自動販売機を新たに設置いただき
ました。
　大東建託株式会社様には献血にもご協力いただいており、
様々な形で赤十字への支援を続けていただいています。
　日赤大分県支部では、支援型自動販売機の設置を推進しています。ご負担いただくのは電
気代のみで、収益の一部を赤十字へ寄付することができます。振込などの事務手続きは設置
業者が行うので、手間がかかりません。ぜひご検討ください。

大分県内設置台数39台（31法人／令和3年６月末現在）　※敬称略
▶大分市　大分交通㈱　　㈱トキハ（わさだタウン2台）
　　　　　(学)渡邊学園 大分国際情報高等学校　　㈱三信工業　
　　　　　B・F・Cコーポレーション㈱　　㈱サンフォーレス
　　　　　㈱輔仁薬局（4台）　　㈱利根建設　　
　　　　　㈱伊予銀行 大分支店　　(福)暁雲福祉会
　　　　　県立病院精神医療センター 大分赤十字病院（３台）
▶別府市　佐藤石松商店　　大東建託㈱ 別府支店
▶中津市　㈱昇栄　　(医)澄心会 中津皮膚科　　　
▶日田市　日田清掃㈲

▶佐伯市　興人ライフサイエンス㈱ 佐伯工場
　　　　　㈲サンワ技研　　㈲ラビアンローゼ
▶臼杵市　㈱ヤナイ園芸
▶竹田市　(医)孝寿会 伊藤医院　　㈲ベネッツ（2台）
　　　　　(福)竹田市社会福祉協議会
▶宇佐市　三和酒類㈱（2台）
▶由布市　(福)護念福祉会 由布川保育園
　　　　　(合)ぼちぼちノーサイド　　(福)若山会 若葉苑
▶杵築市　(福)みのり村(白萩園)
▶九重町　くじゅうやまなみ牧場㈱　　七福㈱ ▶大分市　高橋 一貴　廣瀬 高博　佐藤 英昭　秋篠 カズヱ　新成建設㈱ 　▶別府市　㈱ツー・バイ・ツー　▶豊後高田市　大力 雅昭　▶福岡市　本廣 昭

高額寄付者（社）のご紹介  （令和3年2月～7月末までの受付分）
日赤大分県支部に多額の事業資金をお寄せいただいた方のご意向を確認して掲載しています。（敬称略・順不同）
また、日本赤十字社より有功章や社長感謝状が贈られます。

これまでもこれからも、赤十字は人間のいのちと健康、尊厳を守る活動をすすめていきます。
オンライン講習や各種セミナーについてのお問い合わせは 事業推進課（電話097-534-2237）まで。

コロナ禍でも赤十字は活動をつづけています
被災者のいのちと
健康を守るために

　令和２年７月豪雨ではコロナ禍初となる救護活
動を実施。今年度も救護班（医師や看護師からな
る医療チーム）の養成研修を行い、いつ起こるか
分からない災害に備えています。

救急法の知識と技術を
普及するために

　感染対策を講じつつ、映像教材などを使用して
救急法講習を続けています。生徒や学生にもオン
ライン講習を実施しています。

防災学習を通じて
つながりを

　皆が集まって防災訓練をするのが困難な今だか
らこそ、オンラインの防災学習を通じて災害時の
食事体験や避難生活の注意点などを学ぶセミナー
を展開しています。

～大雨・台風の時期に備えて～ いのちを守るためにする4つのこと
　これからの季節、大雨や台風による災害に気を付ける必要があります。いのちを守るためには
どのような行動が大事なのか、この機会に一度考えてみましょう。

　災害が差し迫り避難が必要になった場合に、各自治体が発表する情報です。必ずしもこの順番
で発令されるとは限らないので注意しましょう。また、これらの情報が発令されなくても、身の
危険を感じる場合は避難を開始してください。

1．早めに安全な場所に避難する
　道路の冠水などが始まる前に、大雨に関する情報
に注意し、早めに安全な場所へ避難することが重要
です。避難をする場所はハザードマップなどで事前
に確認しておきましょう。

2．声をかけながら率先して避難する
　周りの人に声をかけながら率先して避難しましょ
う。率先して避難する姿が、周囲の人たちに危険を
知らせる信号になり、地域の人々のいのちを守るこ
とにつながります。

3．避難が危険な場合
　すでに外が暗くなっていたり、避難が遅れ、道路が
水であふれたりしている場合などには、無理をして避
難するほうが危険な場合があります。そのような時は、
自宅の２階などのより高い場所へ避難することで、一
時的に難を逃れることができる場合もあります。

4．大雨に関する情報を知っておく
　早めに安全な場所へ避難するためには情報の収集
が大切です。テレビ・ラジオ・携帯電話・スマート
フォンなどから最新の防災気象情報を収集し、早め
早めの行動を心がけましょう。

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わりました

避難に関する情報
避難情報等 発令される状況 居住者等がとるべき行動

緊急安全確保
避 難 指 示
高齢者等避難

災害発生又は切迫（必ず発令される情報ではない）
災害のおそれ高い
災害のおそれあり

命の危険　直ちに安全確保！
危 険 な 場 所 か ら 全 員 避 難
危険な場所から高齢者等は避難


